様式第１号－２（第６条関係）

平成　　年　　月　　日
財団法人あきた企業活性化センター　理事長　　あて
〒 住所(法人にあっては事務所の所在地)

会社名
氏名(法人にあっては代表者職氏名)　印
TEL　　　　　　　　　　FAX

担当者
（E-mail　　　　　　　　　　　）
平成　　年度あきた企業応援ファンド事業助成金交付申請書
　平成　　年度あきた企業応援ファンド事業について助成金の交付を受けたいので、あきた企業応援ファンド事業助成金交付要領第６条の規定に基づき、申請します。
１　助成事業の種類（該当する枠に丸印を付けること）
	共同研究助成事業
	
	一般地域枠
	
	高度技術集積地域枠


２　助成助事業に要する全経費
　　　　　　円
３　助成金交付申請額
　　　　　　円
４　助成事業の実施期間
平成　　年　　月　　日～平成　　年　　月　　日
５　助成事業の内容
別紙１　助成事業計画書のとおり
６　助成事業に要する経費の配分
別紙２　収支予算書のとおり

７　欠格事項非該当申出書
別紙３　欠格事項非該当申出書のとおり

（注）次の書類を添付すること。

・全体事業計画書（様式第１号－１－別紙４（事業実施期間が１年を超える事業計画について交付申請を行う場合に添付してください。））

・大学・公設試等との共同研究の内容及び金額を明らかにする書面
・定款及び登記簿謄本の写し

・直近２期分の財務諸表
・企業（会社）案内概要

※　中核企業育成事業又はチャレンジ企業育成事業の場合は、様式第１号－１を使用してください。
※　中小企業支援機関実施事業の場合は様式第１号－３を使用してください。
（別紙１）

あきた企業応援ファンド事業計画書

１　申請者の概要

	⑴　申請者名（会社名）
	

	⑵　氏名

（代表者役職・氏名）
	

	⑶　住所（所在地）
	

	⑷　設立年月日
	　　　　年　　月　　日

	　沿革
	

	⑸　資本金（出資金）
	　　　　　　　　　　円

	　　主要株主
	株主名
	株主住所
	持株率

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	⑹　従業員数
	役員
	従業員（人）
	左記のう

ち正社員

	
	
	事務系
	営業系
	技術系
	合計
	

	
	
	
	
	
	
	

	⑺　主たる業種
	

	⑻　主な事業内容
	

	⑼　売上高
	　　　　　　　千円［平成　　年　　月期］

	⑽　経営上の強み（技術や経営ノウハウ等に関する自己アピール）
	

	⑾　経営環境及び現在の課題
	

	⑿　連絡先

担当者役職・氏名

担当者所属部署名

電話番号

ＦＡＸ番号

E-mailアドレス
	


※　有限責任事業組合の場合は、「構成員等の概要」を提出すること。

構成員等の概要（有限責任事業組合のみ記載してください。）

①　構成員

	構成員の氏名又は名称、及び代表者名
	住所又は所在地
	資本金額
	従業員数

	
	
	千円
	人

	
	
	千円
	人

	
	
	千円
	人

	
	
	千円
	人

	
	
	千円
	人


②　この事業の責任者

	氏名又は名称
	所属部署・役職名・氏名
	連絡先

	
	
	電話番号

ＦＡＸ番号

E-mailアドレス
	


③　この事業に関する経理等を行う実施主体

	氏名又は名称
	所属部署・役職名・氏名
	連絡先

	
	
	電話番号

ＦＡＸ番号

E-mailアドレス
	


２　申請事業の概要

	事業のテーマ
	

	活用する地域資源
	

	事業（共同研究）の具体的内容、方法
	

	事業の目的・理由（必要性）
	

	共同研究内容の新規性・革新性
	

	事業実施期間
	平成　　年　　月　　日　～　平成　　年　　月　　日

	事業実施に必要な技術（事業実施を可能とする技術・知識・ノウハウ等）
	

	
	事業の基礎となる研究内容
	

	
	利用する他の技術（ライセンス契約等）
	

	事業実施体制
	

	
	役割分担
	助成事業申請者
	共同研究機関

	
	
	
	

	主任研究者、主たる事業従事者
	

	
	職・氏名
	

	
	略歴
	

	共同研究機関
	

	
	職・氏名
	

	
	略歴
	

	その他の指導者又は協力者
	

	事業の成果又は利用の効果
	

	企業化への展望
	

	特許等取得計画（取得技術の概要、出願予定日）
	

	他の補助金等の交付（申請）状況
	　この事業について、過去３年以内に補助金等の交付を受けたもの又は現在申請中のものがあれば、その補助金等の名称、補助金等交付元、補助事業の内容、補助金額、交付決定（申請）年月日を記載してください。

	担当コーディネータ
	

	
	所属・職・氏名
	

	
	担当コーディネータの意見
	


３　申請事業スケジュール

	項　　　目
	月
	月
	月
	月
	月
	月
	月
	月
	月
	月
	月
	月

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


※　主な取組のスケジュールを記入すること。

（別紙２）

収支予算書
１　収入の部
（単位：円）

	区分
	金額
	調達先
	備考

	助成金
	
	
	

	自己資金
	
	
	

	借入金
	
	
	

	その他
	
	
	

	合計
	
	
	


２　支出の部
（単位：円）

	区分
	助成事業に要する経費（A）
	助成対象経費

(B)（≦A)
	助成金要望額(C)

(≦B×助成率)
	備考

	共同研究費
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	合計
	
	
	
	


◎仕入控除の減額（有り　・　無し）

※１　本書の作成に当たっては、当該助成金に係る消費税及び地方消費税に係る仕入控除額を減額して行うこと。ただし、作成時において当該助成金に係る消費税及び地方消費税に係る仕入控除額が明かでないものについてはこの限りでない。

※２　収支予算書の支出予算額の経費の区分ごとの金額は、支出明細書の経費の区分ごとの金額と一致すること。

※３　助成対象経費は、別表※２において示す別記のとおり。

支出明細書

（単位：円）

	区分
	費目
	金額
	積算内訳

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	合計
	
	
	


※１　積算根拠がわかる資料等を添付すること。

※２　支出明細書の経費の区分ごとの金額は、収支予算書の支出予算額の経費の区分ごとの金額と一致すること。

※３　助成対象経費は、別表※２において示す別記のとおり。

※４　事業の一部を委託・外注する場合は、委託・外注計画書を添付すること。

委託・外注計画書
	委託の

内容
	

	委託先の

名称等
	

	委託

期間
	

	委託の

理由
	


（別紙４３）

欠格事項非該当申出書
　平成　　年度あきた企業応援ファンド事業助成金の応募にあたっては、欠格事項には該当しません。

　なお、応募日現在における国税及び地方税の納税状況は次のとおりです。

（以下の該当する項目の番号を○で囲んで下さい。）

１　滞納はありません。

２　以下のとおり滞納がありますが、今後、課税庁の了承した納入計画に基づいて納付します。

	税金名
	課税年度
	納期
	滞納額

（千円）
	今後の納付計画

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


※　課税庁が認めた納入計画を添付すること。手形・小切手の場合は、振り出しが分かるものを添付

平成　　年　　月　　日

財団法人あきた企業活性化センター理事長　様

〒 住所(法人にあっては事務所の所在地)

会社名
氏名(法人にあっては代表者職氏名)　印
（別紙４）

全体事業計画概要書
１　全体事業実施期間

　平成　　年　　月　　日～平成　　年　　月　　日

２　１年を超えて助成事業を実施する理由

　

３　事業実施スケジュール

	事業実施年

項　　　目
	第１事業実施年
	第２事業実施年

	主な事業（共同研究）の内容
	
	

	事業（共同研究）の具体的内容・方法
	
	

	当該年の事業成果・効果
	
	


※　「事業実施年」とは、事業実施開始から１年間ごとの期間をいう

全体収支予算書
１　収入の部
	事業実施年

区　分
	第１事業実施年
	第２事業実施年

	
	予算額
	内訳等
	予算額
	内訳等

	自己資金
	千円
	
	千円
	

	助成金
	千円
	
	千円
	

	借入金
	千円
	
	千円
	

	
	千円
	
	千円
	

	計
	千円
	
	千円
	


２　支出の部
	事業実施年

区　分
	第１事業実施年
	第２事業実施年

	
	金　　額
	内容（主な使途及び金額）
	金　　額
	内容（主な使途及び金額）

	共同研究費
	円
	
	円
	

	
	円
	
	円
	

	
	円
	
	円
	

	合　　計
	円
	
	円
	


◎　消費税等仕入控除税額の減額（有り　・　無し）

※１　本書の作成に当たっては、当該助成金に係る消費税及び地方消費税に係る仕入控除額を減額して行うこと。ただし、作成時において当該助成金に係る消費税及び地方消費税に係る仕入控除額が明かでないものについてはこの限りでありません。

※２　経費の区分ごとに分類してください。

※３　助成対象経費は、別表※２において示す別記のとおり。

※４　項目が多岐にわたる場合、適宜行を追加し記載してください。
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